
　これは、昨年202 2年 6月～11月、新経営研究会の発足40 周年記念
事業として、元本田技研工業（株）副社長、元（株）セガ・エンタープ
ライゼス 社長 入交昭一郎氏を 6 回にわたってお囲みし、氏が歩んで
来られた「夢と挑戦の道のり」を自らのご体験と思いを通してご披瀝
いただき、大きな感動と教訓を残していただいた折の記録です。

　この講演録を是非とも後世に残し、更に多くの方々と感動とそこに
秘められる数々の教訓を分かち合いたいと願っていましたが、この度 
TOPPANホールディングス（株）様の身に余るご協賛のもと、弊会の 41
周年記念事業として、DVD 2枚（ 6回に亘る全ご講演記録・約12 時間）
＋オンラインメディア併用で、しかも、ご講演時に入交昭一郎氏が使用
された数々の資料・写真を172 ページのカラー印刷で添付させていた
だき、皆様に頒布させていただけることとなりました。
　関係者一同、この度の TOPPANホールディングス（株）様の身に
余るご協賛に、只々深甚の感謝の念を表する許りです。

　ご案内の通り、入交昭一郎氏は日本が敗戦の瓦礫の中からようやく
立ち上がろうとしていた時代、輝く夢と溢れる挑戦心の下、日本を世
界に輝かせつづけたお一人でした。

　氏は、米国はもちろん、世界の自動車メーカーがそのクリアーを極
めて困難視していた米国マスキー法を世界で初めてクリアーしたホン
ダCVCC エンジンの開発にも携わり、このビッグ3 への技術移転を成
功させた中心にあった方でもありました。
　しかし当初、この技術移転の際、ビッグ 3 から毎月届けられてくる
車に、入交氏たちは改めて米国の底力を思い知らされたそうです。そ
れは正に夢の車だったそうです。こんな車、オレたちいつになったら
創れるんだろう。永久に創れないのかも知れない。本当にそう思った
そうです。ところが 1974 年夏、CVCCの技術移転で米国に滞在中の
入交氏たちの間で、誰からとなく「ひょっとしたら俺たち、ここの連
中に勝てるんじゃない？」そんな予感が芽生えていたそうです。帰国
間近か、それは確信に近いものになっていたそうです。日本の技術力
がまさに世界に追いつこうとしていた、その瞬間の逸話です。
　そして、これまでにない 3Dグラフィックスとインターネット通信機能
を融合しようとした夢のゲーム機ドリームキャストへの挑戦。

　このご講演録が、皆様の座右の心の栞となることを願ってやみません。

「語り継ぐ夢と挑戦」
　　─ 入交昭一郎 ─
DVD＋オンラインメディア頒布のお知らせ
昨年2022年に弊会発足40周年記念事業として開催した、入交昭一郎氏のご講演
録を2枚組 DVDおよびオンラインで閲覧できる形としてまとめました。ご講演時
の全資料ならびに関係写真を172ページの冊子に収録しています。

セット内容：DVD 2 枚組（DISC 1：420分／ DISC 2：423分 ）
　　　　　　講演資料をまとめた冊子（172ページ）
　　　　　 ※DVDに限らず、オンラインメディアとしてもご視聴可能です。
販売価格　：55,000円（税込）

第１回講演（2022.6.15）   夢がすべて　─私とモータースポーツ─
第2回講演（2022.7.21）   HY戦争　─私とオートバイ─
第3回講演（2022.8.25）   ホンダウエイ　─私と四輪車─
第4回講演（2022.9.22）   本田宗一郎と藤沢武夫　─私とホンダ─
第5回講演（2022.10.20）ドリームキャスト　─私と IT、エンターテインメント─
第6回講演（2022.11.16）ドライバーシートからバックシートへ 
　　　　　　　　　　　　 ─コンサルタント会社（有）入交昭一郎の設立─
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新経営研究会は、去る1982年、激変する時代環境の下、主としてわが国製造業の経営者層、技術・製
品開発と“ものづくり”を担う役員・幹部、アカデミアの方々が相集い、日本の美意識と価値観を主軸に、
わが国独自の “研究・技術開発” と “ものづくり” “企業価値” の創出、“真の日本の国際競争力と国際貢
献の在り方” を求め合っていこうと、各界横断的な相互研鑽の機会と場の必要を痛感し合って発足させ
た同志会です。お蔭様で、今年、新経営研究会は発足41周年を迎えさせていただくことが出来ました。
これもひとえに皆様の厚いご支援の賜物で、改めて衷心より厚く御礼申し上げる次第です。


